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住宅地のにおいに関する意識調査（2）

一日進市香久山1～3丁目を対象に－
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そこで、本調査では、昨年に引き続き、日進市香久

山団地の残りの住宅地（1～3丁目）を対象に、同じ

アンケート調査を実施し、住民の快適性に関する意織

から街づくり・住まいづくりへの「におい（かおり)」

の効果を検証し、今後のまちづくりを考える一資料と

することを目的としている。なお､調査の対象地であ

る香久山団地の「木々の緑と花のかおりのする街づく

り」については、昨年の報告を参照されたい（和泉・

宮田、2009参照)。

1．はじめに

昨年、日進市香久山4．5丁目を対象に、住宅地の

においに関する調査を実施した。この調査で以下の点

が明らかになった。①多くの居住者は季節を「におい

（かおり)」で感じている｡②それに貢献しているのが、

草花・樹木の「におい（かおり)」であり、これは居住

者に心地よさを与えるとともに、安らぎや懐かしさを

も与えている。③気になるにおいの1番目に自然があ

げられている。④居住者は香久山団地が好きであり、

その多くが団地内を自然に親しむためによく散歩して

いる。⑤団地の中で喚覚を研ぎ澄ませて、季節毎に季

節の「におい（かおり)」を感じている。⑥団地内には

自然以外に多くの人工的なにおい（悪臭）があり、研

ぎ澄ませているが故に換気扇排気口から出るにおい、

ごみ集積場のにおい、自動車の排ガスのにおいには敏

感になり、気になるにおいとしてあげている。自由回

答では、①不快なにおいの削減要望、②よい「におい

（かおり)」の要望、③まちづくりへの要望、④広報・

PR、などにまとめられた。これらから、居住の‘決適性

は、「におい（かおり)」からつくられ、それには、草

花・樹木と言った自然が必要不可欠なものと言うこと

ができる。

2．においに関する意識調査

2－1調査の内容

本調査は、昨年と同じ調査票を用いた。すなわち、

大きく3つの部分に分けられる。①回答者の属性、②

においについて、および③香久山団地のまちづくりに

ついてである。においについては、季節のにおいを感

じるかどうか、そのにおいの源は何か、心地よさや安

らぎなどを感じるにおいの源は何か、身の回りで気に

なるにおいは何かを聞くもので､問5～11の7間あり、

「におい（かおり)」に対しての意識を探る。香久山団

地のまちづくりを聞く部分は、団地内での行動、にお

いを感じる頻度、気になるにおいおよびまちづくりを
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